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冬
休
み

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室

第
37
回
町
民
卓
球
大
会

�

～
町
卓
球
協
会
～

社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

�

～
千
葉
公
雄
さ
ん
～

　
１
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
、
町
営

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
て
冬
休
み
初
心
者

ス
ケ
ー
ト
教
室
が
開
か
れ
、
本
教
室
に

小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
士
幌
町
ス
ケ
ー
ト
協
会
の
浅
野
大
輔

さ
ん
、
松
山
隆
多
さ
ん
、
森
本
絢
哉
さ

ん
、
町
教
育
委
員
会
職
員
ら
の
指
導
の

も
と
、
習
熟
度
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
立
ち
方
や
基
本
の
フ
ォ
ー
ム
な

ど
を
練
習
。
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い

ス
ケ
ー
ト
に
何
度
も
転
び
な
が
ら
も
す

ぐ
に
立
ち
上
が
り
、
短
時
間
な
が
ら
メ

キ
メ
キ
と
上
達
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
第
37
回
町
民
卓
球
大
会（
町
卓
球

協
会
主
催
）が
開
か
れ
、
中
学
生
か
ら

一
般
ま
で
34
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
競
技
の
普
及
、
町
民
の
交
流
や
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

同
協
会
西
山
進
会
長
は「
け
が
の
な
い

よ
う
に
。
皆
様
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
」と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
リ
ー
グ
戦
に
よ
る
シ
ン
グ
ル

ス
と
希
望
者
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
16
日
、
役
場
応
接
室
に
て
、
社

会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
千
葉
公

雄
さ
ん
へ
髙
木
町
長
か
ら
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か
ら
令
和

５
年
ま
で
の
37
年
に
わ
た
り
、
町
内
栄

進
地
区
の「
共
同
募
金
奉
仕
者
」と
し
て

募
金
活
動
に
携
わ
り
、
募
金
運
動
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
か

ら
は
北
海
道
共
同
募
金
会
士
幌
分
会
副

分
会
長
と
し
て
、
町
内
企
業
な
ど
に
募

金
協
力
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
さ
ん
は「
親
も
募
金
活
動
を
行

っ
て
い
た
の
で
自
分
も
受
け
継
ぐ
形
で

行
っ
て
い
る
。
表
彰
さ
れ
て
緊
張
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

■
シ
ン
グ
ル
ス

・
中
学
生
Ａ

　
優　
勝　
寺
町　
健
吾

　
準
優
勝　
永
井　
香
帆

　
第
３
位　
西
潟　
晶
輝

・
中
学
生
Ｂ

　
優　
勝　
渡
邉　
啓
人

　
準
優
勝　
國
井　
汐
音

　
第
３
位　
春
日　
竹
心

・
一
般
男
子
Ａ

　
優　
勝　
永
井　
武
志

　
準
優
勝　
宮
保　
力
也

　
第
３
位　
土
屋　
亮
太

・
一
般
男
子
Ｂ

　
優　
勝　
小
林　
宏

　
準
優
勝　
川
上　
明
伸

　
第
３
位　
西
山　
進

・
一
般
女
子

　
優　
勝　
植
田　
智
子

　
準
優
勝　
大
和
田　
サ
ヨ
子

■
ダ
ブ
ル
ス

　
優　
勝　
川
上　
明
伸

　
　
　
　
　
植
田　
智
子

　
準
優
勝　
土
屋　
亮
太

　
　
　
　
　
永
井　
香
帆

　
第
３
位　
岡
村　
英
基

　
　
　
　
　
大
和
田　
サ
ヨ
子
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１
月
18
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
理
事
長（
小
樽
商

科
大
学
特
認
名
誉
教
授
）の
相
内
俊
一
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
認
知
症
の
理
解
と
予
防
に
つ
い
て
の
講
演
会
」が
行
わ

れ
、
71
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
発
症
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
合
併
症
の
予
防

に
繋
が
る「
一
次
予
防
」「
二
次
予
防
」「
三
次
予
防
」を
実

現
す
る
た
め
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
予
防
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
意
識
づ
く
り
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
。
相
内
氏
は「
運
動
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
し
て
脳
を
刺
激
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
た
ん
ぱ
く
質
を
し

っ
か
り
摂
る
事
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
」な
ど
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
認
知
機
能
模
擬
テ
ス
ト
や
予
防
体
操
な

ど
を
行
い
、
参
加
者
は
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　
１
月
19
日
、
士
幌

町
中
央
中
学
校
ス
ケ

ー
ト
部
の
生
徒
が
役

場
を
訪
れ
、
第
54
回

北
海
道
中
学
校
ス
ケ

ー
ト
大
会（
釧
路
市　

１
月
６
日
～
７
日
）

の
結
果
と
、
第
44
回

全
国
中
学
校
ス
ケ
ー

ト
大
会（
長
野
県
長

野
市　
２
月
３
日
～

６
日
）へ
の
出
場
を

髙
木
町
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。

　
役
場
を
訪
れ
た
生

徒
は
、
赤
間
惺
さ
ん（
３
年
）、
佐
藤
史
弥
さ
ん（
同
）、

塩
谷
耕
平
さ
ん（
同
）、
上
野
結
菜
さ
ん（
同
）、
野
口
夏

帆
さ
ん（
１
年
）、
河
村
京
葉
さ
ん（
同
）、
小
野
寺
仁
菜

さ
ん（
同
）の
７
名
。
北
海
道
大
会
で
優
勝
し
た
女
子
２

０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
披
露
も
あ
り
ま
し

た
。

　
全
国
大
会
へ
向
け
て
生
徒
た
ち
は「
全
力
を
出
し
て

入
賞
し
た
い
」「
初
め
て
の
全
国
。
楽
し
く
悔
い
の
な
い

よ
う
滑
り
た
い
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
シ
ー
ズ
ン
ベ
ス
ト

を
出
し
た
い
」な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
町
と
し
て
も
大
き
な
誇
り
。
仲
間
や

保
護
者
、
指
導
者
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
士
幌
町
中
央

中
学
校
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
て
ほ
し
い
」と
選
手
た

ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

認
知
症
予
防
講
演
会

全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
出
場

�

～
中
央
中
ス
ケ
ー
ト
部
～

予告　漫画コーナーがリニューアル！

したしみ図書館にある漫画コーナーはご寄
贈いただだいたものを大切に活用しており、
ニーズにお応えできずにおりましたが、こ
のたび指定管理者による民間のノウハウを
生かし、漫画コーナーをリニューアルする
こととしました。
蔵書点検休館 (3/4～3/9) 後より閲覧可。
ぜひ図書館へ足をお運びください。

★NEWタイトル★　※貸出はできません
SLAM　DUNK／暁のヨナ／チェンソーマン／薬屋のひとりごと／葬送のフリーレン／etc.

～
が
ん
ば
れ
！
し
ほ
ろ
っ
こ
♪
～
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大
野
蓮
之
佑
さ
ん
が

�
大
会
記
録
を
更
新
！

　
　
　
～
山
影
博
明
杯
町
民　

　
　
　
　
　
　
ス
ケ
ー
ト
大
会
～

学年等
総 合 学

年
決 勝 学

年
予 選

順位 氏名 学校名 種
目順位 氏名 学校名 種

目順位 氏名 学校名

小
学
生

男
子

１年生
１位 松 山　 純 生 士 幌

１年生 ５
０
０
ｍ

１位 松山　純生 士 幌
１年生 ２

５
０
ｍ

１位 松山　純生 士 幌
２位 大 野　　 瞬 上 居 辺 ２位 大野　　瞬 上 居 辺 ２位 大野　　瞬 上 居 辺

２年生 １位 大 野　　 楓 中 士 幌 ２年生 １位 大野　　楓 中 士 幌 ２年生 １位 大野　　楓 中 士 幌

３年生
１位 大 野 蓮 之 佑 上 居 辺

３年生 １
，０
０
０
ｍ

１位 大野蓮之佑 上 居 辺
３年生

５
０
０
ｍ

１位 ★ 大野蓮之佑 上 居 辺
２位 飯 島　 健 心 士 幌 ２位 松山　開晴 士 幌 ２位 飯島　健心 士 幌
３位 松 山　 開 晴 士 幌 ３位 野口　泰輔 士 幌 ３位 松山　開晴 士 幌

４年生
１位 大 野　 春 樹 中 士 幌

４年生
１位 大野　春樹 中 士 幌

４年生
１位 大野　春樹 中 士 幌

２位 入 江　 櫂 生 士 幌 ２位 入江　櫂生 士 幌 ２位 入江　櫂生 士 幌

５年生
１位 松 山　 雄 世 士 幌

５年生 １
，５
０
０
ｍ

１位 松山　雄世 士 幌
５年生

１位 松山　雄世 士 幌
２位 清 水　 琉 碧 中 士 幌 ２位 清水　琉碧 中 士 幌 ２位 清水　琉碧 中 士 幌

６年生
１位 佐 々 木 煌 平 士 幌

６年生
１位 佐々木煌平 士 幌

６年生
１位 佐々木煌平 士 幌

２位 飯 島　 昂 生 士 幌 ２位 飯島　昂生 士 幌 ２位 飯島　昂生 士 幌

女
子

１年生
１位 佐 藤　 果 穂 士 幌

１年生
５
０
０
ｍ

１位 佐藤　果穂 士 幌
１年生

２
５
０
ｍ

１位 佐藤　果穂 士 幌
２位 植 木 あ か り 中 士 幌 ２位 植木あかり 中 士 幌 ２位 植木あかり 中 士 幌

２年生
１位 佐 々 木 渚 美 士 幌

２年生
１位 佐々木渚美 士 幌

２年生
１位 佐々木渚美 士 幌

２位 古 田　 陽 莉 士 幌 ２位 古田　陽莉 士 幌 ２位 古田　陽莉 士 幌
３位 佐 藤 な の は 士 幌 ３位 佐藤なのは 士 幌 ３位 佐藤なのは 士 幌

４年生
１位 佐 々 木 美 紅 士 幌

４年生 １
，０
０
０
ｍ

１位 佐々木美紅 士 幌
４年生 ５

０
０
ｍ

１位 佐々木美紅 士 幌
２位 古 田 菜 々 実 士 幌 ２位 古田菜々実 士 幌 ２位 古田菜々実 士 幌
３位 佐 藤　 奈 穂 士 幌 ３位 佐藤　奈穂 士 幌 ３位 佐藤　奈穂 士 幌

６年生
１位 上 野　 愛 菜 士 幌

６年生
１位 中川　琴葉 中 士 幌

６年生
１位 上野　愛菜 士 幌

２位 中 川　 琴 葉 中 士 幌 ２位 上野　愛菜 士 幌 ２位 中川　琴葉 中 士 幌

幼
児

男
子

１
０
０
ｍ

１位 野 口　 桂 吾 川 西 保
女
子 １位 野 口　 千 瑛 川 西 保

　
１
月
20
日
、
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
て
、

士
幌
町
ス
ケ
ー
ト
協
会（
鎌
田
知
昇
会
長
）お
よ

び
士
幌
町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
47
回
山
影
博

明
杯
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
、
33
名

の
児
童
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
懸
命

に
滑
り
、
大
野
蓮
之
佑
さ
ん（
上
居
辺
小
３
年
）

が
大
会
新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
！

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
。
上
位
３
位
ま
で
。

 

★
印
は
大
会
新
記
録
）

▼
士
幌
町
長
杯

　
（
６
年
男
女
最
優
秀
選
手
賞
）

　
佐
々
木
煌
平（
士
幌
小
６
年
）

　
上
野　
愛
菜（
士
幌
小
６
年
）

▼
山
影
博
明
杯

　
（
６
年
男
女
以
外
最
優
秀
選
手
賞
）

　
大
野
蓮
之
佑（
上
居
辺
小
３
年
）

　
佐
々
木
渚
美（
士
幌
小
２
年
）
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１
月
21
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
士
幌
町

南
団
地
町
内
会
親
睦
団
体「
わ
こ
う
人
会
」の
発
足
30

周
年
記
念
を
兼
ね
た
新
春
顔
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
わ
こ
う
人
会
」は
、
南
団
地
造
成
に
伴
い
他
の

地
域
の
移
住
者
・
転
居
者
、
二
世
帯
高
齢
者
の
親
睦

交
流
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
カ
リ
ン
バ
サ
ー
ク
ル
８
名
に
よ
る
演
奏

で
は
全
６
曲
が
披
露
さ
れ
、
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
を
み
ん
な
で
口
ず
さ
み
な

が
ら
、
カ
リ
ン
バ
の
音
色
で
会
場
は
癒
や
し
の
空
間

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
次
に
、
中
村
仁
美
さ
ん
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
中
村
さ
ん
が「
涙
岬
」な
ど
を
披

露
し
た
ほ
か
、「
認
知
症
予
防
講
演
」も
行
わ
れ
、
歌

を
歌
う
こ
と
で
脳
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
で

ゲ
ー
ム
大
会
が
行

わ
れ
、
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
の「
コ
ー

ン
ホ
ー
ル
」と
い
う
、

ビ
ー
ン
バ
ッ
グ
と

い
う
布
袋
に
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
粒
を

詰
め
た
物
を
ボ
ー

ド
の
穴
に
投
げ
入

れ
る
ゲ
ー
ム
で
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
、

み
ん
な
の
も

り
の
く
ま
さ

ん
に
て
、
ひ

ま
わ
り
カ
フ

ェ（
認
知
症

カ
フ
ェ
）が

開
か
れ
、
男

女
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族

な
ど
、
認
知

症
に
関
心
の

あ
る
方
な
ら

誰
で
も
参
加

で
き
、
今
回

は
言
語
聴
覚

士
の
柴
田
円
里
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
口
の
機
能
を
維

持
す
る
体
操
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　
柴
田
さ
ん
か
ら「
口
の
機
能
が
低
下
す
る
と
食
べ
ら

れ
る
も
の
が
減
っ
て
低
栄
養
に
な
っ
た
り
、
話
す
機
能

が
低
下
し
て
外
出
が
減
っ
た
り
し
ま
す
」と
、
介
護
予

防
に
お
け
る
口
腔
の
機
能
の
重
要
性
を
説
明
。
参
加
者

全
員
で
、
舌
や
口
、
体
幹
な
ど
を
動
か
す
口
腔
体
操
や
、

発
声
練
習
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
体
操
の
後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
く
口
を
動
か
し
た

ほ
か
、
の
ど
の
元
気
度
を
調
べ
る
嚥
下
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
も
個
別
に
行
わ
れ
、
口
の
機
能
の
維
持
向
上
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
月
26
日
、
町
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
、
日
本

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
よ
り
稲
葉
正
志
さ
ん
が
健
康
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
稲
葉
さ
ん
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
令
和
２
年
３
月

ま
で
の
13
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
士
幌
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
十
勝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会
の
副
会
長
を
平
成
23
年
５
月
か

ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
６
年
間
、
会
長
を
平
成
29
年

４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
務
め
ま
し
た
。

　
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
稲
葉
さ
ん
は「
一
人
の
力
で

は
な
く
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
の
賞
を
い
た
だ
い

た
。
元
気
で
あ
れ
ば
い
つ
ま
で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
続

け
ら
れ
る
」と
、
集
ま
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

わ
こ
う
人
会
30
周
年
記
念
！

�

～
新
春
顔
合
わ
せ
～

言
語
聴
覚
士
と
お
口
の
体
操
！

�

～
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）～

日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

健
康
功
労
賞
を
受
賞

�

～
稲
葉
正
志
さ
ん
～
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１
月
29
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
部
活
動
の
在
り
方
検
討
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
公
益
財
団
法
人
北
海
道
ス

ポ
ー
ツ
協
会
）の
熊
耳
雅
美
氏
を
講
師

に
招
き
、「
士
幌
町
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
関
す
る
町
民
説
明
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
少
子
化
の
中
で
も
、
将
来

に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
活
動
に
継
続
し
て
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

た
説
明
が
行
わ
れ
、
約
50
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
国
の
部
活
動
改
革
に
関
す
る
説
明
や
、

部
活
動
の
意
義
や
地
域
と
連
携
し
た
部

活
動
に
関
す
る
先
進
事
例
な
ど
を
学
び
、

参
加
者
は
知
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

説
明
を
聞
い
た
中
央
中
学
校
教
諭
は「
こ

の
問
題
は
相

当
時
間
が
か

か
る
と
感
じ

た
。
最
終
的

に
は
学
校
側

と
地
域
が
協

力
し
合
っ
て

進
め
て
い
け

れ
ば
」と
話

し
て
い
ま
し

た
。

　
１
月
27
日
、
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
て
、
第
39
回
北
澤

欣
浩
杯
全
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
士
幌
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
勝
管
内
よ
り
１
９
２
名
、
士
幌
か
ら
は
23
名
が
出
場
し
、

白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
総
合
優
勝
選
手
に
贈
ら
れ
る
北
澤
欣
浩
杯
は
鈴

木
凱
大
選
手（
士
幌
小
）が
受
賞
し
、
５
年
生
以
下
の
優
秀
選

手
と
し
て
は
２
年
女
子
の
佐
々
木
渚
美
選
手（
同
小
）が
帯
広

ス
ケ
ー
ト
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
１
年

男
子
の
松
山
純
生
選
手（
同
小
）、

３
年
男
子
の
大
野
蓮
之
佑
選
手（
上

居
辺
小
）が
総
合
優
勝
。
合
計
で

17
名
が
入
賞
を
果
た
し
、
し
ほ

ろ
っ
こ
の
活
躍
が
光
っ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
、
士
幌
町
出
身
の
小
野
寺

日
菜
選
手（
大
学
２
年
）の
世
界
大
学
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会（
２
月

22
日
～
25
日
、ハ
ー
マ
ル（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
））

出
場
報
告
の
た
め
、
小
野
寺
選
手
の
父

親
の
保
さ
ん
が
町
長
の
も
と
へ
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
野
寺
選
手
は
、
令
和
５
年
12
月
28

日
か
ら
、
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル

（
帯
広
市
）に
て
、
開
催
さ
れ
た
第
91
回

全
日
本
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大

会
に
お
い
て
、
５
０
０
ｍ
で
大
学
生
の

中
で
ト
ッ
プ
の
記
録
を
残
し
、
世
界
大

会
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
！

　
小
野
寺
選
手
よ
り
、
次
の
と
お
り
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
大
会
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自

分
ら
し
く
積
極
的
な
レ
ー
ス
を
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

�
関
す
る
町
民
説
明
会

し
ほ
ろ
っ
こ
17
名
が
入
賞
！

�

～
第
39
回
全
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
士
幌
大
会
～

２
０
２
４
世
界
大
学
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
に

小
野
寺
日
菜
選
手
が
出
場
！

前列左から、佐藤果穂さん（士幌小／１年女子６位）大野瞬さ
ん（上居辺小／１年男子２位）松山純生さん（士幌小／１年男
子優勝）佐々木渚美さん（士幌小／２年女子優勝★帯広スケー
ト連盟会長賞）古田陽莉さん（士幌小／２年女子６位）
中列左から、飯島健心さん（士幌小／３年男子３位）松山開晴
さん（士幌小／３年男子５位）大野蓮之佑さん（上居辺小／３
年男子優勝）上野光輝さん（士幌小／３年男子４位）佐々木美
紅さん（士幌小／４年女子４位）古田菜々実さん（士幌小／４
年女子６位）大野春樹さん（中士幌小／４年男子２位）
後列左から、大野隆晴さん（上居辺小／６年男子６位）佐々木
煌平さん（士幌小／男子６年２位）鈴木凱大さん（士幌小／６
年男子優勝★北澤欣浩杯）中川琴葉さん（中士幌小／６年女子
３位）松山雄世さん（士幌小／５年男子６位）
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　２月２日～３日の２日間、実行委員会（服部茉矢
代表）主催の ｢SHIHORO on ICE 2024｣ が開かれ
ました。６回目を迎えたこのイベントは、会場をタ
ウンプラザおよび遊水公園に拡大して行われました。
　会場には１月29日～２月１日の４日間で町民に作
成を呼びかけたアイスキャンドル466個が飾られた
ほか、士幌町中央中美術部によるアイスキャンドル
アート、士幌町商工会青年部による雪像の展示も行
われました。タウンプラザ内では、士幌町中央中吹
奏楽部や町民有志による演奏も行われ、来場者らは
窓の向こうで揺れるアイスキャンドルの光を見なが
ら聴き入っていました。

　2024年１月31日をもちまして、地域おこし協力隊を退任いた
しました。士幌町で過ごした約３年間は、今までにない経験をさ
せていただき、一生、忘れることのない良き想い出となりました。
　在任期間中、あたたかく見守っていただいたことに感謝してい
ます。
　また釣りで士幌町を訪れることがあるかと思いますが、今と変わらない心が癒やされる場所であ
ってほしいと思います。みなさま　これからもどうぞお身体に気をつけてお過ごしください。ほん
とうにありがとうございました。
 金森　隆博

5,814人（－66） 男2,866人（－23） 女2,948人（－43） 世帯2,753（＋4）
 ※１月末現在（　）は前年比人の動き

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
１
月
12
日
、
美
濃
市
御
手
洗
の
板
取
川
で
、

美
濃
和
紙
の
原
料
と
な
る
コ
ウ
ゾ
を
川
に
浸
す

「
寒
ざ
ら
し
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
気
温
氷
点
下
１
度
、
水
温
６
度
の
寒
さ
の
中

で
実
施
さ
れ
た
こ
の
日
の
作
業
に
は
、
紙
す
き

職
人
や
関
係
者
な
ど
14
人
が
参
加
。
川
の
浅
瀬

に
石
な
ど
を
積
ん
で
水
量
を
調
節
し
た「
さ
ら

し
場
」に
、
職
人
な
ど
が
交
代
で
入
り
、
茨
城

県
産
の「
大
子
那
須
楮（
だ
い
ご
な
す
こ
う
ぞ
）」

の
皮
６
貫（
約
22
．
５
キ
ロ
）を
丁
寧
に
水
に
浸

し
ま
し
た
。

　
美
濃
手
す
き
和
紙
協
同
組
合
の
鈴
木
理
事
長

は
、「
和
紙
作
り
の
伝
統
技
術
を
次
世
代
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

【退任のご挨拶】
� ～お世話になりました～

和紙の原料となるコウゾの
� 寒ざらしが行われました

アイスキャンドルの暖かい光
� ～SHIHORO�on�ICE�2024～

地域おこし地域おこし
協力隊員だより協力隊員だより

7 広報しほろ� 2024�.�3



お問い合わせ　町民課住民年金係　　電話５－５２３１（直通）
　　　　　　　帯広年金事務所　　　電話０１５５－２５－８１１３

8広報しほろ� 2024�.�3



区　　　　分 負担割合 課税所得 自己負担額の合計の限度額

現役並み所得者 ３割

６９０万円以上 ２１２万円

３８０万円以上 １４１万円

１４５万円以上 　６７万円

一定以上所得者 ２割

１４５万円未満

　５６万円
一　　　　　般

１割住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 　３１万円

区分Ⅰ（※２） 　１９万円

■ 高額介護合算療養費とは
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額
の合計が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度および介護保険から
支給されます。

○�　後期高齢者医療制度、または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象と
なりません。

○　支給額が500円以下の場合は支給されません。

◆ 自己負担限度額表
 【１年分の自己負担額の計算期間：令和４年８月１日～令和５年７月31日】

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※２　�世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は80万円を適用。

給与所得がある場合、その金額から10万円を控除。）、または老齢福祉年金を受給して
いる方

お問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒060-0062
　　　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階

【電話】０１１－２９０－５６０１

町民課国保医療係
【電話】０１５６４－７－７７２６

後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額介護合算療養費について ～
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　３月８日は、1975年に女性への差別撤廃や地位向上、平等な社会を目指して、国際連
合が定めた「国際女性デー」です。
　イタリアでは「ミモザの日」とも呼ばれ、男性が女性に日頃の感謝を込め、ミモザの花
束やブーケを贈る日となっています。
　ミモザはイタリアに自生していて、身近に手に入りやすい
ため、貧富の差に関係なく気軽に感謝の意を伝えられること
からそう呼ばれています。
　日本でも、女性へミモザの花をプレゼントしたり、ミモザ
柄のアクセサリーや服を身につけたりと「ミモザの日」を楽
しむ方が年々増えています。
　この記事に目を通したことも一つの縁です。
　今日という日をきっかけに、普段お世話になっている方への感謝の気持ちを形にして表
現してみてはいかがでしょうか。皆様にとって素敵な一日が訪れますように。

一人ひとりが幸せな社会のために
男女共同参画社会の実現をめざして
３月８日は「国際女性デー」「ミモザの日」

DV相談窓口を紹介する
携帯カードを設置しています

■担当　総合福祉センター内　保健福祉課　子ども家庭係　電話５－２１０８

■担当　総務課　総務防災係　電話５－５２１１

DV（配偶者 ･ 恋人等からの暴力） 
ひとりで悩んでいませんか !?

○暴力を振るわれたら110番しましょう。
○身の危険や不安があれば相談しましょう。
○体の不調があれば病院に行きましょう。
○DVは子どもにも深刻な影響を与えます。
○�友人からDV相談を受けたら、ゆっくり話
を聞き、このカードを教えてあげましょう。

　町内の主な公共施設のトイレに設置し、
施設を利用する人々に自由に持ち帰って
いただいています。
　DVに苦しんでいる方々が、カードを
見て一人でも多く相談窓口まで辿り着き
ますようにご協力ください。

しほろ女性まつりで一坪ショップを開催
　12月３日、総合研修センターにて、士幌町女性団体連絡協議会
（大西廉子会長）主催の「しほろ女性まつり」が開催されました。
　約200人が来場し、家庭における省エネに関する講演会のほか、
恒例の一坪ショップが行われ、女性連会員手作りのお赤飯や士幌高
校の物産などの販売、初出店の ｢うらない ｣など、会場は活気に溢
れていました。高校の物産を手に取る子ども達
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火災・救急の出動速報！
令和５年１月～令和５年12月

火災件数
� →４件

救急出動→284件
搬送人数→271人

全国の出火原因の第１位
は ｢ たばこ ｣、第２位は
｢ たき火 ｣ です。
※（提供：総務省消防庁）

救急車は限りある資源です。緊急
時には迷わず「１１９番」に通報
していただくと同時に、救急車の
適正利用にご協力をお願いします。

　令和４年の全国の総出火件数の36,314件（前年
比1,092件増加）を火災種別でみますと、建物火災
が618件増加、林野火災が12件増加、車両火災が
103件減少、船舶火災が15件増加、航空機火災が
２件増加、その他火災が548件増加しています。

　令和４年の全国の救急自動車による救急出動件数は 
722万9,572件（対前年比103万5,991件増、16.7％ 
増）、搬送人員は621万7,283人（対前年比72万5,539
人増、13.2％増）で救急出動件数、搬送人員ともに対
前年比で増加しました。

火災概要 損害額単位：千円

内訳 年 令和４年 令和５年 比較

火
災
件
数（
件
）

建 　 物 3 1 －2
林 　 野 0 0 0
車 　 両 0 1 1
航 空 機 0 0 0
野 　 火 4 1 －3
そ の 他 0 1 1

計 7 4 －3

損
害
額

建 　 物 2,195 27,535 25,340
内 容 物 120 1,902 1,782
そ の 他 0 0 0
車   両 50 120 70

計 2,365 29,557 27,192
面積 
焼損

（m2）
表 面 積 38 68 30
床 面 積 442 214 －228

焼 損 台 数 0 1 1
焼 損 棟 数 4 2 －2
罹 災 世 帯 0 0 0
罹 災 人 員 0 0 0
負 傷 者 数 0 0 0
死  者  数 0 0 0

　火災件数は４件で、前年比３件の減少と
なりました。

　救急出動件数は284件で前年比12件の増
加となりました。救急搬送人数は、271人で、
前年比14人の増加となりました。

救急出動状況

事故種別
救急出動件数（件） 救急搬送人数（人）
令和
４年

令和
５年 比較 令和

４年
令和
５年 比較

火 災 0 1 1 0 1 1
自 然 災 害 0 0 0 0 0 0
水 難 0 0 0 0 0 0
交 通 17 11 －6 16 10 －6
労 働 災 害 7 11 4 7 11 4
運 動 競 技 0 3 3 0 3 3
一 般 負 傷 48 40 －8 46 40 －6
加 害 1 0 －1 1 0 －1
自 損 行 為 3 2 －1 3 2 －1
急 病 168 188 20 159 180 21
転 院 搬 送 25 24 －1 25 24 －1
医 師 搬 送 0 0 0 0 0 0
資機材搬送等 0 0 0 0 0 0
そ の 他 3 4 1 0 0 0
合 計 272 284 12 257 271 14

●士幌町防火防災標語●

「火事の時　
� すぐ口ふさぐ　すぐにげる」
� 士幌小学校　３年生　石水　華希

CALL!119CALL!119
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◆詳細は士幌町役場保健福祉課　地域包括支援係（☎５－２１８８）にご相談ください◆

◆判断能力が不十分な方を法律的に支援する仕組みです◆
　成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断が難しい場合に、その方を
支援・保護する法律的な仕組みのことです。
　成年後見制度には「法定後見制度」と「任意後見制度」があります。今回は「任意後見制度」につ
いて紹介します。任意後見制度は、将来、判断能力が衰えたときに備え、判断能力が衰える前に自分
自身の意思により自分の後見人を選び、代理して行ってもらう後見事務の内容を定めておく契約を行
う制度となります。特徴としては、自分で後見人を選び、代理してもらう事務内容・報酬を決めると
いった点になります。
　以下のような立場の方や、考えをお持ちの方が対象となります。
①�１人暮らしで身寄りが無く、将来判断能力が落ちた後の財産管理のことや身の回りの世話のことが
心配。

②�判断能力が落ちた後も親族の世話になりたくない。あるいは親族が世話してくれそうにない。
③将来、自分の世話をしてくれる人（後見人等）は自分で決めたい。
④判断能力が落ちた後も、自分で決めたライフスタイルを維持していきたい。
⑤�介護や医療契約の内容、終末期の医療については、出来るだけ自分の希望通りにしてもらいたい。

健康ニュース健康ニュース

成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
制度を知っていますか？

地域包括支援係　永井　将史

12広報しほろ� 2024�.�3



特養だより

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

「進化 (?!) する園庭雪山」 認定こども園長　渋谷　浩
　今年の園庭雪山は、多くの皆様のお力で「進化」を遂げていきました。
　まずは1月16日に駐車場の排雪予定の雪を、佐藤塗装工業さんのご厚意で園庭
に運んでいただき、立派なスロープ用の雪山が完成しました。その後、スロープ
整備をしたうえでオープンすると大盛況。みんな大喜びで滑りました。
　そして、2月3日には「なかよし会（会長　柴田真稔）」の役員が参集して、重機で2本目のスロー
プを作成し、さらに側面に「なかよし」の文字をデコレーション。一層の進化を遂げるのでした。
　「子どもたちのため」に汗を流す大人たちは、みんなとっても嬉しそうでした。子どもたちの笑
顔は、大人たちを幸せにしてくれます。大人と子どもたちの笑顔が溢れた、園庭の雪山でした。

【ダンプで搬入】 【「なかよし」完成！】 【コースが2本に進化！】

「施設内事故防止に関する取り組みについて」
　今回は施設内での事故防止に関する研修についてご紹介します。
　特別養護老人ホームで発生する事故の多いものに転倒があげられます。加齢による歩行能力の
低下や認知症などが影響します。
　その他にも誤

ご
嚥
えん
、誤った薬の服用

などの事故もあります。
　これらの事故を防止するため職員
は施設内研修を行っております。事
例を用いた危険予知のトレーニング、
車いすへの移乗介助の注意点などさ
まざまな研修を実施しております。
研修の学びを活かし、利用者様が安
心して安全に生活できるよう努めて
まいります。
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

災
害
に

 

備
え
ま
し
ょ
う

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
は
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
事
前
の
準

備
を
確
実
に
行
い
、
災
害
に
備
え
る
こ

と
で
す
。「
水
」や「
食
料
」と
一
緒
に「
簡

易
ト
イ
レ
」も
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
い
る
家
庭
で
は
、

避
難
所
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
頃
か
ら
の
備
え
と
心
構
え
が
重
要

で
す
の
で
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
～
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
～

□
家
具
の
固
定
や
転
倒
防
止
策
の
実
施

□�

家
族
、
地
域
、
飼
い
主
仲
間
と
防
災

に
つ
い
て
話
し
合
う

□
地
域
の
防
災
計
画
を
確
認

□
動
物
を
連
れ
た
避
難
訓
練
を
実
施

□
一
時
預
か
り
先
の
確
保

□�

動
物
の
ケ
ー
ジ
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク

な
ど
避
難
さ
せ
る
用
品
の
用
意

□�

迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
の

身
元
表
示
を
つ
け
る

□�

必
要
な
し
つ
け
や
予
防
接
種
な
ど
の

ご
み
の
出
し
方

 

再
確
認

◆
必
ず
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
降
雪
な
ど
で
道
路
状
況
が
悪
い
場
合
、

収
集
時
間
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
な
い
た
め
に

　
カ
ラ
ス
は
鳥
類
の
中
で
最
も
頭
が
良

く
、
仲
間
と
意
思
疎
通
を
し
な
が
ら
協

力
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
生
ご
み

を
減
ら
す
、
新
聞
紙
で
包
む
、
ネ
ッ
ト

を
か
け
る
、
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
入

れ
る
な
ど
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
管
理

□�

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
し
て
も
数
日

（
少
な
く
と
も
５
日
）し
の
げ
る
物
資

の
備
蓄　
※
飼
っ
て
い
る
動
物
に
対

す
る
備
え
は
基
本
的
に
飼
い
主
の
責

任
に
お
い
て
行
う

□
緊
急
避
難
時
の
非
常
持
出
袋
の
用
意

◆
豆
知
識
◆

【
水
不
足
で
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
時
】

①�
便
器
の
上
か
ら
大
き
め
の
袋
を
か
ぶ

せ
る

②�

さ
ら
に
便
座
の
上
か
ら
大
き
め
の
袋

を
か
ぶ
せ
る

③�

袋
の
中
に
オ
ム
ツ
や
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
、

新
聞
紙
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
ご
み
な

ど
吸
水
性
の
あ
る
も
の
を
入
れ
る

④�

捨
て
る
と
き
は
袋
を
し
っ
か
り
結
ん

で
ま
と
め
、
町
の
指
示
に
従
っ
て
廃

棄
す
る

【
簡
易
ト
イ
レ
の
作
り
方
】

①
厚
手
の
丈
夫
な
段
ボ
ー
ル
を
用
意

　
（
バ
ケ
ツ
な
ど
で
も
代
用
で
き
る
）

②
箱
を
作
り
、
上
に
丸
い
穴
を
開
け
る

③
ご
み
袋
を
二
重
に
か
ぶ
せ
る

※�

体
重
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
１
月
は
前
年
同
期
と
比
較
し
て
、
ご

み
の
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
、

地
区
の
集
団
回
収
を
利
用
し
た
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
へ
持
ち
込
ん
だ
り
す
る

な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

令和６年１月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 65,320 70,020 －6.71%
燃やせないごみ 9,650 10,230 －5.67%
合計 74,970 80,250 －6.58%
町民一人当たりの
ごみの量 5,814 12.9 5,880 13.6

資源ごみ 40,249 43,781 －8.07%

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係（町民課直通）☎︎⑤５２３１までお
願いします。

今月のごみ指数 単位：kg
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発熱外来について
 士幌町国保病院　外来師長　北川　美江　

　士幌町国保病院では、令和４年８月より発熱外来を開設しています。
　発熱外来は、発熱の症状だけではなく、感染症を疑われるかぜのような症状（咳、喉の
痛み、鼻水、頭痛、腹痛等）で受診される方が対象となります。かぜ症状以外で受診され
る方々とは入り口や待合、診察室を区別することで、感染拡大の防止に繋がっており、当
院は院内クラスターを発生させることなく現在に至っています。

発熱外来は完全ご予約制です。
必ず事前にご予約をお願いいたします。

●予約受付日時　　：　月曜日～金曜日（祝日を除く）
●予約受付時間　　：　９時00分～16時00分
●予約先電話番号　：　０１５６４－５－２１０６
※翌日以降のご予約となる場合がございます。

発熱外来を受診される前に�～よくある質問～

◎症状が出てすぐに検査できますか？
　⇒ 検査をすることはできますが、発症してからの経過時間が短いと、実際は感染してい

るのに検査では陰性の結果が出る「偽陰性」となることがあります。
◎風邪症状があります。受診したほうがいいですか？
　⇒ がん等の治療中の方、免疫抑制剤を使っている方、息苦しさが強い、動けない等の症

状が強い場合はすぐ医療機関へ相談が必要となります。特に持病のない若い方は、自
宅にある薬（解熱剤、喉の痛み・鼻水の対症療法の薬など）で十分な場合もあります
ので、必ずしも医療機関の受診が必要なわけではありません。自己検査で陽性になっ
た場合も同様です。

◎薬を処方してほしいです。
　⇒ 病院での投薬は医師判断で行います。今は全国的に薬が品薄になっていることもあり、

ご希望に沿った処方とならない場合もあります。

 ●国民健康保険病院　電話５－２１０６

病院病院だよりだより病院病院だよりだより
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いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

○卒業式 1日
○高等学校入学者選抜（一般） ５、６日
○進級認定会議 11日
○高等学校入学者選抜（追試験） 13日
○高校生のための進路 FAIR 22日
○修了式・離任式 22日
○年度末休業 23日～31日

【３月の予定】※行事は全て予定です。

◆１月18日（木）～27日（土）
　フードシステム科３年藤田結さんとフードシ
ステム科１年西潟孝司君が中央アジアにあるキ
ルギス共和国を訪問しました。キルギス共和国
農業技術カレッジの生徒とともに商品を開発し
ました。その商品をチュイ州ブランド認証コンペティションに出展し、みごとブラ
ンド認証を受けました。今後、同国での販売を目指し活動を進めます。なお、この
事業は自治体国際化協会により支援を受けております。

◆１月26日（金）
　アグリビジネス科の生徒が日頃の農業学
習の成果を披露する、教科科目発表会を開
催。今年１年の専門科目の授業・実習の中
で、主体的に探究した学習内容をまとめ、
発表することができました。

◆１月19日（金）
� 志ラジオ収録

　２月に入り、３年生は高校卒業後の新しい生活の準備のために、家庭学習期間へと入りました。あ
とは２月29日卒業式予行と３月１日卒業式の２日間の登校を残すのみです。１、２年生の頃は新型コ
ロナウイルス感染症に翻弄され、最後の１年間はコロナ禍前の日常を取り戻し、高校生活を終えます。
３月１日には晴れの日を迎え、卒業後もそれぞれ活躍することを切に願います。また、１、２年生の
在校生は２月の後期期末考査に向けて、１年間の学びの総括を進めています。「全員進級」を目指し、そ
れぞれの学習課題の克服に努め、残りの高校生活の中で主体的に学ぶ姿勢を身に付けてほしいと思い
ます。

学校 HP アグリビジネス科 フードシステム科

農業クラブ

ホームページや Facebook・
Instagram でも紹介してい

ますので是非ご覧ください。

FM-JAGAにて放送 ‼️

【ラグビー部の活動について収録】
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の教

窓育

士幌町教育委員会

　
中
学
男
子
は
、
握
力
・
ボ
ー
ル
投
げ

の
２
種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し

た
が
、
そ
の
他
の
種
目
や
体
力
合
計
点

で
は
下
回
り
ま
し
た
。
中
学
女
子
も
中

学
男
子
と
同
様
の
結
果
で
し
た
。

　
今
年
度
も
士
幌
の
子
ど
も
た
ち
の
得

意
種
目
で
あ
る
握
力
と
ボ
ー
ル
投
げ
に

つ
い
て
は
、
例
年
と
同
様
に
全
国
平
均

を
上
回
る
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
50
ｍ
走
・
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち

幅
と
び
・
反
復
横
と
び
な
ど『
走
る
・

跳
ぶ
』系
の
種
目
が
低
い
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。

【
運
動
習
慣
等
】

　
小
学
男
子
の
少
年
団
や
運
動
の
習
い

事
の
加
入
割
合
が
全
国
平
均
よ
り
低
く

女
子
は
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
中
学
男
子
は
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
加
入
し
て
い
る
生

徒
が
一
定
数
い
ま
す
が
、
女
子
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
男
子
は
未
所
属

の
生
徒
の
割
合
が
高
く
、
女
子
は
文
化

部
に
所
属
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
が
高

く
、
未
所
属
の
生
徒
が
少
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

【
生
活
習
慣
等
】

　
『
朝
食
を
食
べ
な
い
日
が
多
い
』は
、

小
学
男
子（
12
．
０
％
）と
中
学
女
子

（
21
．１
％
）が
全
国
に
比
べ
て
高
く
、『
毎

日
食
べ
る
』は
、
中
学
男
子（
92
．
０
％
）

が
高
く
、
小
学
女
子（
65
．
０
％
）が
低

い
割
合
で
し
た
。

　
『
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
な
ど

の
使
用
時
間
』に
つ
い
て
は
、
全
道
平

均
が
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
よ
り
長

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
中
学
女
子
に

つ
い
て
は
全
道
平
均
よ
り
さ
ら
に
長
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
学
男
子
は
全
道

平
均
並
み
で
、
小
学
男
女
に
つ
い
て
は

と
も
に
全
国
よ
り
短
い
で
す
。

　
他
に
は
、
中
学
男
女
に
つ
い
て
は
、

と
も
に
睡
眠
時
間
が
短
い
生
徒
の
割
合

も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度�

体
力･
運
動

能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査

　
令
和
５
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力

運
動
習
慣
等
調
査
の
集
計
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
本
調
査
は
小
学
校
５
年

生
及
び
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
士
幌
町
の
児
童
生
徒
の
体
力

運
動
能
力
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
全
国

と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

【
体
力
・
運
動
能
力
】

　
小
学
男
子
は
握
力
・
長
座
体
前
屈
・

反
復
横
と
び
・
50
ｍ
走
・
立
ち
幅
と
び
・

ボ
ー
ル
投
げ
の
６
種
目
と
体
力
合
計
点

に
つ
い
て
は
全
国
平
均
を
上
回
り
、
体

力
・
運
動
能
力
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
小
学
女
子
は
握
力
・
長
座
体
前
屈
・

反
復
横
と
び
・
ボ
ー
ル
投
げ
の
４
種
目

は
上
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
種
目

や
体
力
合
計
点
は
全
国
平
均
を
下
回
り

ま
し
た
。

握　力
（kg）

上体
起こし
（回）

長座
体前屈
（cm）

反復
横とび
（回）

シャトル
ラン
（m）

50ｍ走
（秒）

立ち
幅とび
（cm）

ボール
投げ
（m）

体力
合計点
（点）

小５
男子

18.76
56.8

16.80
46.4

38.68
55.4

42.44
52.2

43.17
48.2

� 9.28
51.7

155.17
51.7

25.05
55.6

54.74
52.2

小５
女子

16.95
52.4

12.26
39.4

43.60
55.7

39.55
51.1

27.58
44.2

10.01
46.8

135.05
45.8

15.35
54.5

52.29
47.8

中２
男子

31.72
53.7

24.21
47.4

34.88
41.7

46.00
46.4

63.61
44.4

� 8.50
44.8

186.04
46.4

23.16
54.4

36.14
45.2

中２
女子

23.86
51.6

17.53
43.2

41.84
45.8

41.42
44.2

40.21
44.6

� 9.48
44.1

151.21
44.3

14.79
55.6

41.58
45.2

上段が町内平均値、下段が士幌町Ｔ得点（全国平均を50とした時の値）、 はＴ得点が50点以上

スポーツ少年団 ･ 習い事（運動）や部活動等の加入状況

小学校 中学校

加入 未加入 運動部 文化部 スポーツクラブ 未所属

男
子

56.0 44.0 士幌 64.0  8.0 16.0 24.0

65.6 34.4 全国 69.8  9.1 25.3 10.3

60.7 39.3 全道 62.7  9.2 19.6 17.1

女
子

55.0 45.0 士幌 52.6 42.1  0.0  5.3

49.2 50.8 全国 54.7 27.8 15.5 13.7

45.3 54.7 全道 46.7 28.7 14.0 19.0
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俳
　
句

・
つ
ぎ
つ
ぎ
と
被
災
地
涙

な
み
だ

春は
る

炬ご

燵た
つ�

�
�

和
田
　
節
女

・
そ
っ
と
手
に
嫁
ぎ
し
娘
の
雛
人
形�

�
�

研
　
紀

・
卒
園
を
迎
え
し
孫
の
得
意
顔�

�
�

研
　
紀

・
黒
髪
を
今
朝
は
解
い
て
卒
業
す�

�
�

水
　
音

・
暖
か
や
猫
に
連
ら
れ
て
大
欠
伸�

�
�

水
　
音

川
　
柳

・
国
会
も
心
身
引ひ

き
締し

む
氷
点
下�

和
田
　
節
子

短
　
歌

・
過
疎
の
町
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
輝
き
て
夜
空
に
響
け
四
人
の
吹
奏

�

三
木
　
悦
子

・
知
り
合
い
と
新
年
会
に
カ
ル
タ
取
り
久
し
振
り
に
て
心
は
高
ぶ
り

�

清
水
さ
よ
子

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
、
新
生
の
長
平
紗
妃
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
翔
哉
さ
ん
か
ら
紗

妃
さ
ん
へ
一
言
。「
ま
た
、
皆
さ
ん
で

飲
み
に
行
き
た
い
で
す
ね
」

◆
家
族
構
成
◆

　

単
身

◆
士
幌
の
好
き
な
と
こ
ろ
◆

　

人
が
優
し
い

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

長
崎
県

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
翔
哉
さ
ん
は
苫
小
牧
市
出
身
で
、
高
校
ま

で
市
内
で
過
ご
し
、
江
別
市
の
北
海
道
情
報

大
学
経
営
情
報
学
部
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
令
和
４
年
か
ら
中
央
中
学
校
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
務
内
容
は
、
生
徒
が
授
業
で
使
用

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
説
明
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
と
い
っ
た
保
守
整
備
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
授
業
も

行
い
、
時
間
が
あ
る
と
き
は
数
学
も
教
え
る

な
ど
、
業
務
は
様
々
。

　
部
活
動
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
を
受
け
持
ち
、

昨
年
は
創
部
史
上
初
と
な
る
全
道
大
会
へ
出

場
し
、
３
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
が
努
力
し
て
い
る

姿
や
そ
れ
が
報
わ
れ
た
と
き
に
、
楽
し
さ
や

嬉
し
さ
を
感
じ
る
」と
話
す
翔
哉
さ
ん
。

　
休
み
の
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
簡
単

な
ゲ
ー
ム
作
り
な
ど
を
行
い
、
家
に
い
る
こ

と
が
多
い
翔
哉
さ
ん
で
す
が
、
長
崎
県
へ
の

旅
行
も
考
え
て
い
ま
す
。「
高
校
の
修
学
旅
行

中
に
一
目
惚
れ
し
た
、
べ
っ
甲
で
作
ら
れ
た

ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
を
買
い
た
い
。
当
時
は
学
ラ

ン
だ
っ
た
た
め
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
う

一
度
同
じ
場
所
を
訪
れ
、
買
う
と
決
め
て
い

る
」と
、
素
敵
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

大
通
西

�

長は

谷せ

川が
わ�

翔し
ょ
う

哉や

　
さ
ん

情
報
通
信
技
術
で

�

教
育
を
支
援
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したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10時00分～18時00分まで
https://www.ik.licsre-saas.jp/shihoro/webopac/index.do

★
お　
誕　
生
★

大
井　
雫し
ず
く
ちゃん　
　
啓　
安
さ
ん 

中
士
幌
東
団
地

（
１
月
19
日
生
）　
万
莉
子
さ
ん 

菊
地　
柊し
ゅ
う羽

ちゃん　
伸　
輔
さ
ん 

共
成

（
2
月
7
日
生
）　
幸　
子
さ
ん 

 

（
２
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

　士幌町 LINE 公式アカウントを友だ
ち追加していただくと、町政に関する
タイムリーな情報を受け取れるだけで
はなく、様々な機能をご利用いただけ
ます !!
　ぜひ、友だち追加をお願いします。

士幌町
LINE公式アカウント

← 携帯電話の二次元コードリーダーで
読み取ることができます。

スマホでかんたん登録♪

＼友だち募集中!!／＼友だち募集中!!／

士幌町LINE
公式アカウント

ロゴマーク

【児童書】
おふろのいえで （新井洋行）
チン！するレンジはレストラン？
 （うえだしげこ）
オニのサラリーマン　じごくのしん
にゅうしゃいん （大島妙子）
あめ （高畠純）
まるごとうちゅうカレー
 （チョーヒカル）
しゃぼんだま （林明子）
おばけねこドロンニャ
 （小栗かずまた）
ほんとうは恐ろしい昔話
 （徳田和夫）
あしの多い虫図鑑 （小野展嗣）
こども法医学 （岩瀬博太郎）
小学生のお菓子ブック
 （星野奈々子）
体育がきらい （坂本拓弥）

【一般書】
猫弁と狼少女 （大山淳子）
墓じまいラプソディ （垣谷美雨）
ぼくは青くて透明で （窪美澄）
レーエンデ国物語　２・３
 （多崎礼）
しあわせの輪 （群ようこ）
デコる！学ぶ！推す！楽しいが広がる
趣味手帳のはじめ方
 （ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
世界の取扱説明書
 （ジャック・アタリ）
やせる脂質オフ１か月晩ごはん献
立 （ほりえさちこ）
最新！０～６才病気＆ホームケア新
百科 （窪田満）
ヒグマはみている （内山岳志）
お弁当デイズ （たかぎなおこ）
ＲＥ－ＳＴＡＲＴ （鈴井貴之）

★モノのお手入れ・お直し・作りかえ
� （暮らしの図鑑編集部）
　さまざまな生活道具や
室内空間をお手入れし、
壊れたところを修繕し、
自分らしく整えていくた
めのアイデアやヒントを
まとめる。金継ぎ、ダー
ニングなど、新しい価値が生まれる作
りかえも多数紹介する。

★とびません。
� （柴田ケイコ）
　鳥なのに空を飛ばない
ペンギン。鳥の仲間がい
っしょに飛ぼうよと誘って
も飛びません。飛行機に乗ったゴリラや、
気球に乗ったパンダがあらわれても飛び
ません。空を飛ばないのには、ちゃんと
した理由があって…。ユーモア絵本。

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

▼
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
町
長
が
必

要
と
認
め
る
事
業

兼
山　
喜
市
さ
ん 

10
万
円

《
し
た
し
み
図
書
館
へ
》

聖
教
寺

 

無
量
寿
―
聖
教
寺
開
教
百
五
年
・

 

聖
教
寺
開
基
百
年
記
念
誌
―

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

石
水　
諒
さ
ん（
柏
野
） 

 
 

じ
ゃ
が
い
も
、
玉
葱

報
恩
寺
婦
人
会 

 
 

液
体
洗
濯
洗
剤

渡
辺
智
子
さ
ん（
百
戸
） 

 
 

じ
ゃ
が
い
も

★
お　
く　
や　
み
★

加
藤　
破
魔
男
さ
ん（
84
歳
） 

吉　
野

髙
橋　
清
さ
ん（
88
歳
） 

高　
徳

宮
田　
ヨ
シ
子
さ
ん（
92
歳
） 

共　
進

酒
井　
安
さ
ん（
77
歳
） 

平　
原

兼
山　
秋
子
さ
ん（
74
歳
） 

士
幌
南
旭
区

土
屋　
一
郎
さ
ん（
93
歳
） 

北　
開

後
藤　
信
子
さ
ん（
85
歳
） 

勝　
和

村
口　
ヨ
ウ
子
さ
ん（
91
歳
） 

特　
養

山
下　
敏
夫
さ
ん（
86
歳
） 

睦　
西

★★今月の休館日★★
4～9、12、19、26日
（毎週火曜日）

※4～9日は蔵書点検※
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー３月
日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
2 土
3 日

4 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 国保
（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

5 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:30～11:30 スマイル教室 保セ
13:00～14:00 ふまねっと タウン
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

6 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ

10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

7 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

8 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ
10:00～ 10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
9 土
10 日

11 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～14:00 ふまねっと タウン
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

12 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～11:30 早期介入運動教室 保セ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15:45～16:00 受付 予防接種（二種混合・日本脳炎） 国保

13 ㊌

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:00～15:00 認知症カフェ もりくま

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

日にち 行　　　　　　　事 場所

14 ㊍ 受付時間は個別通知 2歳児教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

15 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆10:00～11:00 おたのしみ会 中児

13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～14:00 ふまねっと 中士幌

16 土
17 日

18 ㊊ 9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ

19 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～14:00 ふまねっと タウン

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

20 水

21 ㊍

受付時間は個別通知 幼児健診 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

22 ㊎

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15:45～16:00 受付 予防接種（二種混合・日本脳炎） 国保
23 土
24 日

25 ㊊

8:50～ 9:20 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ

10:00～10:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 受付 まる元運動教室 保セ

26 ㊋ 13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

27 ㊌
9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ

13:15～13:30 受付 予防接種 保セ
（ＢＣＧ・麻しん風しん混合）

28 ㊍
29 ㊎
30 土
31 日
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☎
01564-5-5212　

思
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https://w
w

w
.shihoro.jp/

※�子育て支援は０歳から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象
です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い合
わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）
または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター� �
（電話５－２１８８）にご相談ください。
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保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション

認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館

【凡　例】 タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター
もりくま→みんなのもりのくまさん
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